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　Abstract

A female cystacanth of Southwellina hispida (Van 

Cleave, 1925) (Acanthocephala, Polymorphida, 

Polymorphidae) was found encapsulated in the 

mesentery of a giant mottled eel Anguilla marmorata 

Quoy and Gaimard, 1824 from a freshwater pond on 

Okinoerabu-jima Island, Kagoshima Prefecture, 

southern Japan. This finding represents the first record 

of S. hispida and an identified fish acanthocephalan 

from the Ryukyu Islands including the island, and 

expands the distribution range of the species in Japan 

from Ehime Prefecture, Shikoku, southwestward to the 

island. Various aspects of the biology of S. hispida in 

Japan is also reviewed.

　はじめに

サ ウ ス ウ エ ル コ ウ ト ウ チ ュ ウ Southwellina 

hispida (Van Cleave, 1925)（以下，本種）は，魚食

性鳥類を終宿主，淡水魚類を延長中間宿主とする

鉤頭動物の 1 種である（Schmidt, 1985；Katahira 

and Nagasawa, 2014）．最近，筆者らは沖永良部島

で採集したオオウナギ Anguilla marmorata に寄生

する本種のシスタカンスを見つけた．これは，沖

永良部島を含む琉球列島からの本種の初記録であ

るため，ここに報告する．また，わが国における

本種の南限記録はこれまで愛媛県の蓮乗寺川

（Katahira and Nagasawa, 2014）であり，今回の採

集によって本種の分布域は沖永良部島まで大きく

広がることになる．加えて，本種は初めて種まで

同定された琉球列島産魚類寄生性の鉤頭動物であ

る．本論文では，これらを報告するとともに，わ

が国における本種の生物学的知見を総括する．

　材料と方法

本研究で調べたオオウナギは，2013 年 7 月 25

日に沖永良部島北部沿岸（鹿児島県大島郡和泊町

畦布）のワンジョビーチ（湾門浜，27°24ʹ34ʺN, 

128°38ʹ08ʺE）にある小さなコンクリート池で採

集した 2 尾である．この池の水深は約 20 cm で，

背後の崖から湧き出た水を引き入れて貯水後，1

本のパイプで排水していた．この水は東シナ海に

流入していた．採集したオオウナギが自然生息魚

か他所からの放流魚かは不明である．採集後，オ

オウナギは胃内寄生虫を調べるため現地で全長を

測定し開腹したが，内臓を含む魚体は冷凍し鹿児

島大学に運んだ．後日，これを解凍して検査した

際，1 尾の腸間膜に被嚢する鉤頭動物 1 個体を発

見した．実体顕微鏡下で，この個体の被膜を注意

深く除去した後，スライドガラスとカバーガラス

の間に挟んで圧平し 70% エタノール液で固定し

た．この標本を広島大学においてミョウバンカー
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ミン液で染色，エタノール液で脱水，キシレン液

で透徹後，カナダバルサムで封入した．この標本

を生物顕微鏡で観察して同定を行うとともに，接

眼ミクロメーターを用いて体各部を測定した．ま

た，生物顕微鏡に取り付けた描画装置を用いて標

本を描いた．本標本は後日，茨城県つくば市にあ

る国立科学博物館筑波研究施設の袋形動物コレク

ションに収蔵する予定である．本論文で記した生

物の和名と学名について，魚類は中坊（2013），

両生類と爬虫類は無記名（2017），鳥類は日本鳥

類学会（2012）に従った．

　結果と考察

多形鉤頭虫科 Polymorphidae Meyer, 1931

サ ギ コ ウ ト ウ チ ュ ウ（ 鷺 鉤 頭 虫 ） 属（ 新 称 ）

Southwellina Witenberg, 1932

Southwellina hispida (Van Cleave, 1925)

サウスウエルコウトウチュウ　（Fig. 1）

形態　標本は雌のシスタカンスで，魚体解凍

時には橙色を呈していた．圧平標本作成時に胴内

に収納されていた吻部が突出した．吻部前端から

胴部後端までの長さは 4.71 mm．吻（0.91 × 0.35 

mm）はほぼ円筒形で，後部がやや膨らむ．吻鉤

は 20 列で，1 列当たりの鉤数は 14–15 個．最大

鉤長は 68–75 µm．胴部（3.80 × 1.31 mm）は紡錘

形で，ほぼ中央部で最大幅を示す．胴部の前部表

面には 2 つの帯状に多数の小棘が生える．吻鞘の

側面に 1 対の垂棍があるが，片方の垂棍は破損し

てよく見えない．胴内後部に未発達の生殖器官を

有する．

宿主　オオウナギ Anguilla marmorata（全長 57 

cm）．

寄生部位　腸間膜．被嚢して寄生．

採集地　鹿児島県大島郡和泊町畦布（沖永良

部島ワンジョビーチ）．

備考　 本 研 究 で 得 た 標 本 は Yamaguti (1935, 

1939)，Amin et al. (2007)，Katahira and Nagasawa 

(2014) によって報告された本種の形態的特徴や測

定値に一致する．次節に示すように，わが国では

本種のシスタカンスは淡水魚類 7 種から記録され

ており，オオウナギからの発見は Katahira and 

Nagasawa (2014) に次ぐ 2 度目の記録になる．また，

Fig. 1. A female cystacanth of Southwellina hispida (Van Cleave, 
1925) from the mesentery of a giant mottled eel Anguilla 
marmorata on Kuchinoerabu-jima Island, the Ryukyu Islands, 
Kagoshima Prefecture, southern Japan. When the cystacanth 
was flattened for fixation, the proboscis was fully everted. One 
lemniscus was damaged. Scale bar: 1 mm.
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本種は北海道から愛媛県に至る広い地域から報告

されているが（下記参照），九州と琉球列島にお

ける記録はなく，今回の発見によって本種が沖永

良部島を含む琉球列島にも分布することが明らか

になった．加えて，琉球列島産魚類から記録され

た鉤頭動物 (Williams et al., 1996) はあるが同定さ

れていないため，本種は琉球列島の魚類から見出

されて種まで同定された最初の鉤頭動物となる．

今回調べたオオウナギから得られた寄生虫は本種

1 個体のみであり，鰓，胃，腸，鰾に寄生虫は認

められなかった．

本種が属する Southwellina 属には標準和名がな

く，本種の成虫がサギ類に多く寄生することから，

この属にサギコウトウチュウ（鷺鉤頭虫）属の新

称を提案する．

　わが国におけるサウスウエルコウトウチュ

ウの生物学的知見

本種は，1920 年 9 月に「武蔵国」（現在の東京

都，埼玉県，神奈川県を含む地域）で採集された

トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus（原著

では Rana nigromaculata）に寄生していたシスタ

カンス（原著では post-larval individuals）をもとに，

Van Cleave (1925) が Arhythmorhynchus hispidus と

して新種記載したものである．その後，この記載

論文を知らずに，Harada (1929) は東京近郊のゴ

イサギ Nycticorax nycticorax から得られた成虫標

本をもとに Arhythmorhynchus fuscus を新種記載し

た．しかし同じ年，Fukui (1929) は静岡県産ゴイ

サギから得られた成虫標本 を A. hispidus に同定

した際，論文の追記で A. fuscus は A. hispidus と

同 一 種 で あ る こ と を 示 唆 し た． こ の 見 解 は

Yamaguti (1935) によって支持され，現在，両者は

同一種とされている (Schmidt, 1973; Amin, 2013)．

本 種 の 属 名 に 関 し て，Witenberg (1932) は A. 

hispidus を模式種として新属 Southwellina を創設

した．Yamaguti (1935) はこれに従ったが，後年

(Yamaguti, 1963)，有効属と認めなかった．しかし

近 年，Southwellina 属 は 有 効 と さ れ (Schmidt, 

1973)， 本 種 の 学 名 は Southwellina hispida (Van 

Cleave, 1925)　Witenberg, 1932 と記される．近年

の 分 類 体 系 に 基 づ く と， 本 種 は 鉤 頭 動 物 門

Acanthocephala，古鉤頭虫綱 Palaeacanthocephala，

ポ リ モ ル フ ス 目 Polymorphida， 多 形 鉤 頭 虫 科

Polymorphidae に 位 置 す る（ 福 井，1965, 1979；

Amin, 2013；巌佐ほか，2013）．本種の和名は福

井（1965）による．Amin (2013) は日本を含む世

界各国から報告された鉤頭動物の目録を作成した

際，「Arhythmorhynchus quadrivirgata Yamaguti, 

1935」を本種の新参異名としたが，Yamaguti (1935)

はそのような種を記載しておらず，記述の根拠は

不明である．

本種が生活史を完結するには，複数の宿主が

必要である．淡水エビ類やヨコエビ類などの甲殻

類が中間宿主，淡水魚類や両生類，爬虫類などが

延 長 中 間 宿 主， 魚 食 性 鳥 類 が 終 宿 主 で あ る

(Schmidt and Kuntz, 1967；Schmidt, 1985; Lisitsyna, 

2011)．かつて本種の中間宿主は第一中間宿主，

延長中間宿主は第二中間宿主と記された（山田，

1962）．わが国では本種の中間宿主は見つかって

いないが，テナガエビ類がその役割を担うことが

示唆されている (Katahira and Nagasawa, 2014)．

本種のシスタカンスは延長中間宿主の体内で

被嚢して寄生する．日本では過去に下記の生物か

ら本種が見つかっている．まず淡水魚類では，ウ

ナ ギ 科 の オ オ ウ ナ ギ（Katahira and Nagasawa, 

2014；本論文），コイ科のコイ Cyprinus carpio か

フナ属の 1 種 Carassius sp.（Yamaguti, 1935，原著

で学名を Cyprinus carassius と誤記されたため正確

な魚種名は不明），ヤリタナゴ Tanakia lanceolata 

(Amin et al., 2007)， ア ブ ラ ボ テ Tanakia limbata 

(Amin et al., 2007)， ヌ マ ム ツ Candidia sieboldii 

(Amin et al., 2007，原著では Zacco sieboldii)，ドジョ

ウ科のホトケドジョウ Lefua echigonia (Amin et al., 

2007)，カジカ科のウツセミカジカ Cottus reinii 

(Nagasawa and Grygier, 2011)，ケツギョ科のオヤ

ニラミ Coreoperca kawamebari (Amin et al., 2007)，

サンフィッシュ科のオオクチバス Micropterus 

salmoides (Amin et al., 2007)，ドンコ科のドンコ

Odontobutis obscura (Yamaguti, 1939， 原 著 で は

Mogurnda obscura)，ハゼ科のヨシノボリ属の 1 種



320

Nature of Kagoshima Vol. 43, Mar. 2017 RESEARCH ARTICLES

Rhinogobius sp.(Yamaguti, 1935)である．山田（1962）

は本種の魚類宿主の 1 種として「フナ」，また福

井（1962，1965, 1979）は「フナ」と「スジハゼ」

を挙げたが，「フナ」は「コイかフナ属の 1 種」，「ス

ジハゼ」は「ヨシノボリ属の 1 種」が正しい．

本種の寄生が認められた両生類はトノサマガ

エル（Van Cleave, 1925; Yamaguti, 1939）とウシガ

エル Lithobates catesbeianus（奥田，1951，原著で

は Rana catesbiana）， 爬 虫 類 は シ マ ヘ ビ Elaphe 

quadrivirgata (Yamaguti, 1935) である．カエル類に

本種の感染がどのように起こるかは明らかにされ

ていないが，恐らく中間宿主の甲殻類を捕食する

のだろう．また，ヘビ類はカエル類を捕食するこ

とにより，本種の寄生を受けると推察される．な

お，本種が「ヤマカガシ」にも寄生したとする出

版物（山田，1962；福井，1963；影井，1973）が

あるが，これは正しくない．わが国のヘビ類では，

本種はシマヘビのみに見出されており（Yamaguti, 

1935），ヤマカガシを宿主と報告した原著論文は

ない．それら出版物ではシマヘビを誤ってヤマカ

ガシと記したと考えられる．

本種の終宿主は魚食性鳥類である．わが国で

は，本種はこれまでにサギ科のゴイサギ（Harada, 

1929; Fukui, 1929; Yamaguti, 1939, 学 名 を

Nycticorax n. nycticorax と 記 述；Yoshino et al., 

2009; 巖 城 ほ か，2012）， チ ュ ウ サ ギ Egretta 

intermedia（ 巖 城 ほ か，2012）， ア オ サ ギ Ardea 

cinerea（巖城ほか，2012），カイツブリ科のカイ

ツブリ Tachbaptus ruficollis （Yamaguti, 1939，原著

では Podiceps ruficollis japonicus）から報告がある．

また，ゴイサギから Arhythmorhynchus 属の未同

定種が報告されているが（高畠，1977），報文に

付された写真に基づくと本種に同定できるであろ

う．

近年，哺乳類のアライグマ Procyon lotor から

本種が見つかっている（Sato et al., 2005; Sato and 

Suzuki, 2006；三根ほか，2010）．しかし，これは

本来の寄生ではなく，アライグマが本種の寄生を

受けた魚類等を捕食したことによる偶発的な感染

であると考えられている（Sato et al., 2005；三根

ほか，2010）．Matoba et al. (2006) はアライグマに

Hemiechinosoma sp. という鉤頭動物を見出してい

る．しかし，この属は Southwellina 属の新参異名

であるため（Schmidt, 1973; Amin, 2013），本種で

ある可能性が高い．

わが国で本種が採集された場所を北から記す

と，北海道（Yoshino et al., 2009），千葉県（東金市，

高畠，1977），「武蔵国」（Van Cleave, 1925），東

京都（Harada, 1929），神奈川県（三浦半島，三根

ほか，2010；厚木市，平塚市，小田原市，巖城ほ

か，2012），静岡県（Fukui, 1929），富山県（滑川

市，Yamaguti, 1935）， 福 井 県（ 小 浜，Yamaguti, 

1939），滋賀県（琵琶湖水系，Amin et al., 2007; 

Nagasawa and Grygier, 2011），京都府（桃山御陵，

Yamaguti, 1935；桂川，Yamaguti, 1939），和歌山

県（田辺，大塔，由来，Sato et al., 2005; Sato and 

Suzuki, 2006），愛媛県（蓮乗寺川，Katahira and 

Nagasawa, 2014），鹿児島県（沖永良部島，本論文）

で あ る．Matoba et al. (2006) が 報 告 し た

Hemiechinosoma sp. が本種であれば長崎県（佐世

保市）にも分布することになる．奥田（1951）は

本種の採集地を記さなかった．本種が上記のよう

に多くの場所から採集されている理由のひとつ

は，終宿主である魚食性鳥類が高い移動能力と広

い分布域をもつことに関係すると考えられる．

なお，本種はわが国以外では北米（例えば

Courtney and Forrester, 1974; García-Varela et al., 

2012）やヨーロッパ（例えば Scholz et al., 1992; 

Moravec and Scholz, 2016）にも分布し，近隣では

台湾（Schmidt and Kuntz, 1967）からも記録され

ている． 
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